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1月号

大

桝洲
市

長

血

広報おあず 20∞

田

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、

市
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

さ
て
昨
年
は
、
正
月
の
県
知
事
選

挙
で
加
戸
県
政
が
誕
生
、
愛
媛
県
が

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
、
新
た
な
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
で
し
た
。

一
方
、
深
刻
な
状
況
が
続
く
わ
が

国
経
済
に
対
し
て
、
小
淵
内
閣
は
そ

の
再
生
を
図
る
べ
く
、
地
域
振
興
券

交
付
・
緊
急
雇
用
対
策
事
業
な
ど
様
々

な
施
策
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
年
末
に
か
け
、
よ
う
や
く
景
気

回
復
の
兆
し
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
国
民
が
実
感
す

る
に
は
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。一

日

も
早
い
景
気
回
復
が
待
ち
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
い
よ
い

よ
高
速
交
通
時
代
が
幕
を
開
け
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
四
国
縦
貫
自
動
車

道
の
開
通
を
見
据
え
た
生
産
基
盤
関

連
事
業
や
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
は
順

調
に
進
展
し
、
東
の
玄
関
口
と
な
る

拠
点
地
区
エ
リ
ア
で
は
民
間
商
業
施

設
が
次
々
と
進
出
、
十
三
年
ぶ
り
に

映
画
館
が
復
活
す
る
な
ど
、
明
る
い

展
望
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
宮
地
区
に
建
設
を
進
め

て
き
た
「
防
災
セ
ン
タ
ー
」
は
三
月

に
完
成
が
見
込
ま
れ
、
平
成
七
年
度

に
始
ま
り
ま
し
た
「
肱
川
激
甚
災
害

対
策
特
別
緊
急
事
業
」
も
、
間
も
な

く
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
肱
川
の
治

水
対
策
は
大
き
く
前
進
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
肱
川
治

水
は
、
満
足
の
い
く
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
よ
り
安
全
で
水
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
今

後
も
国
・
県
各
機
関
に
積
極
的
に
働

き
か
け
、
さ
ら
な
る
事
業
導
入
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
は
、
介
護
保
険
制
度

が
四
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
化
を
踏
ま
え
た
福
祉
行
政
の
充

実
を
重
要
課
題
と
し
、
生
活
基
盤
や

環
境
の
整
備
、
教
育
文
化
・
農
林
商

工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
で
も
、
二

十
一
世
紀
を
見
据
え
、
長
期
的
計
画

で
取
り
組
む
考
え
で
す
。
懸
案
の
ダ

ム
分
水
問
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
慎
重
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業

の
募
金
・
募
木
に
お
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
分
権
地
方
自
立
の
時
代
を

迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
大
洲
市
は
、
皆

様
と
と
も
に
考
え
、
創
造
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
十

一
世

紀
に
向
け
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
大
洲
市

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
二
十
世
紀
の
締
め
括
り

と
な
る
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
す

ば
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。



1月号広報ああず 2∞o

b 
大
洲
市
議
A込

下~
長

勝

山

市
民
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い

で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
大
洲
市
に
繁
栄
を
も

た
ら
す
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、

一
九
0
0年
代
最
後
の
年

で
あ
り
ま
し
た
昨
年
は
、
輝
く
二
十

一
世
紀
に
向
け
、
少
子
高
齢
化
や
高

度
情
報
化
、
地
域
環
境
問
題
な
ど
社

会

・
経
済
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
行
政
改
革
や
地
方
分
権
の
確

立
、
さ
ら
に
は
介
護
保
険
の
推
進
な

ど
国
全
体
が
体
制
変
革
の
う
ね
り
を

生
じ
さ
せ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
景
気
は
回
復
す
る
こ
と
な
く
厳

し
い
状
況
の
中
で
、
予
想
も
し
え
な

か
っ
た
大
型
の
企
業
倒
産
が
連
発
す

る
な
ど
日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
完
全
失
業

率
が
戦
後
最
悪
を
更
新
し
、
「
高
失

業
時
代
」
を
迎
え
た
と
も
言
わ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま

し
で
も
、
低
迷
を
続
け
る
景
気
の
影

響
に
よ
っ
て
市
民
生
活
や
市
財
政
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
地

方
拠
点
地
区
の
大
型
庖
舗
の
進
出
に

よ
る
商
業
集
積
化
を
起
爆
剤
と
し
て

大
洲
市
の
発
展
と
活
性
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
産
業
基
盤
の
整
備
な
ど
重
点

施
策
の
事
業
推
進
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
。特
に
、

利

四
国
縦
貫
自
動
車
道
の
伊

予
大
洲
間
三
十

一
・
八
キ
ロ
が
今

年
中
に
開
通
と
な
り
、
そ
の
ア
ク
セ

ス
道
の
整
備
も
順
調
に
進
展
し
て
お

り
ま
す
。

一
方
、
肱
南
・
肱
北
地
区
の
市
街

地
の
開
発
や
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化

が
進
ん
で
お
り
ま
す
周
辺
地
域
の
振

興
、
ま
た
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
農
業
の
振
興
発
展
、
肱
川
の
治

水
対
策
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
は
、
西
暦
二

0
0
0年
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
り
、
更
に
前
進
の

年
と
位
置
づ
け
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
活
性
化
に
向
け
て
、

一
段
の
努
力

を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
分
権
が
い
よ
い
よ
現
実
味
を
帯

び
、
発
展
途
上
か
ら
経
済
成
長
を
成

し
遂
げ
た
夢
の
よ
う
な
時
代
に
い
つ

ま
で
も
浸
る
こ
と
な
く
、
地
方
自
治

体
も
思
い
切
っ
た
発
想
の
転
換
と
勇

気
あ
る
決
断
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

我
々
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
の

代
表
と
し
て
の
責
務
と
役
割
の
重
大

さ
を
深
く
自
覚
し
決
意
を
新
た
に
自

ら
の
行
財
政
改
革
の
徹
底
と
議
会
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

辰
の
年
が
、
皆
様
に
と

っ
て
よ
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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1999年の

市内の

主なできごと

12 10 9 4 1 
日日日日月

新
春
書
き
初
め
会

七
草
が
ゆ
歩
こ
う
会

十
日
え
び
す
ま
つ
り

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
開
設

式

(市
内
5
小
学
校
)

成
人
式
/
寒
中
水
泳
大
会

お
は
な
は
ん
通
り
周
辺
の
建

物
調
査

18 15 
日日

17 16 7 2 
日日日月

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

祇
薗
ま
つ
り
開
幕

(i
旧
日
)

県
民
文
化
講
演
会

(楠
田
枝

里
子
さ
ん
)

伝
統
芸
能
ふ
れ
あ
い
公
演

四
国
の
み
ち
ウ
オ
ー
ク
大
会

大
洲
市
民
大
学

(渡
辺
え
り

子
さ
ん
)

/
大
洲
少
年
少
女

合
唱
団
発
表
会

27 21 20 
日日日

1 3 
日月

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
に
ソ

一
つ
|
時
計
贈
呈

(郵
政
省
)

3
月
定
例
市
議
会

(i
目
白
)

観
光
人
力
車
出
発
式

消
防
出
初
め
式

激
特
事
業
東
大
洲
地
区
堤
防

起
工
式

第

1
回
大
洲
城
跡
発
掘
調
査

現
地
説
明
会

観
光
さ
く
ら
ま
つ
り
開
幕
式

(1
4月
白
日
)

13 7 5 3 
日日日日

20 
日

26 
日

3
③③(・

a
u
Vも

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
一
九
九
九
年
は
ど

ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
大
洲
市
で
は
、
肱
川
の
治
水
対

策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
肱
川
激
甚
災
害

対
策
特
別
緊
急
事
業
」
が
い
よ
い
よ
最
終

段
階
の
堤
防
工
事
に
入
り
ま
し
た
。
開
通

が
待
ち
望
ま
れ
る
四
国
縦
貫
自
動
車
道
も
、

舗
装
工
事
に
入
り
、
高
速
交
通
時
代
の
幕

開
け
が
秒
読
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
総
合
的
芯
福
祉
・
保
健
事
業

が
展
開
さ
れ
、
中
島
・
八
尾
雨
水
ポ
ン
プ

場
、
五
郎
水
源
地
、
五
郎
大
橋
な
ど
の
完

成
で
、
生
活
基
盤
の
整
備
も
進
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
大
洲
大
会
、

安
曇
川
町
と
の
友
好
提
携
な
ど
記
念
す
べ

き
行
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
の
出
来
事
を
昨
年
の
広
報

に
掲
載
し
た
写
真
で
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

大洲市は、藤樹先生生誕の地安曇川町
(滋賀県)と友好提携を結びました。

企 8月27日
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口
口
口
口
口
口
口
口
口
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1 7 

4 

3 
日

五
郎
水
源
地
給
水
開
始
/
総

合
運
動
公
園
ブ
ル
オ
ー
ブ

ン民
間
の
映
画
館
が
オ
フ
ン

(日
年
ぶ
り
)

郷
土
美
化
運
動
「
市
内
一
斉

清
掃
」

水
天
宮
花
火
大
会

青
年
会
議
所
の
日
韓
友
好
少

年
サ
ッ
カ
ー
支
流
事
業
/
中

学
生
海
外
派
遣

(1
8
月
日

日
)
五
郎
大
橋
開
通
式

18 
日

29 21 
日日

8 30 
月日日

い
す
ま
川
に
親
し
む
会

川
ま
つ
り
花
火
大
会

(4
日
)

観
光
ナ
シ
園
開
園
式

夏
休
み
親
と
子
の
コ
ン
サ
1

k
l
 
夏
季
大
学

(笑
福
亭
仁
鶴
さ

ん
)
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
い
も
た
き
初
煮
会

安
曇
川
町
・
大
洲
市
友
好
提

携
調
印
式

全
国
藤
樹
研
究
会
大
洲
大
会

3 
日
7 
日
11 
日

刊
は
巳

8 
日

27 24 
日日

3 9 28 
日月日

全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
大
洲
大

会

(4
日
)

9
月
定
例
市
議
会

(i
引
日
)

地
域
安
全
協
定
締
結

(郵
便

局・

警
察
署

・
大
洲
市
)

9 8 
日日



1月号広報おおず初∞

31 
日

地
域
振
興
券
斐
付

1 4 
日月

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ブ

ン
/
中
島

・
八
尾
雨
水
ポ
ン

プ
場
供
用
開
始
/
ご
み
の

6

種
分
別
・
指
定
袋
制
開
始

桜
ま
つ
り
剣
道
大
会
/
愛
媛

県
下
春
季
弓
道
大
会

稚
あ
ゅ
の
放
流

新
就
職
者
激
励
大
会
/
観
桜

〈
一
宮大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会

4 
日

凶
日
市
日

22 
日

2 5 
日月

つ
つ
じ
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影

会う
か
い
県
外
宣
伝
隊
出
発
式

あ
い
わ
福
祉
作
業
所
の
つ
コ

ン
車
出
発
式

お
日
大
洲
市
情
報
公
開
懇
談
会

初
日
ご
み
ゼ
口
運
動

(新
大
洲
市
行
政
改
革
大
綱
策
定
)

19 12 
日日

1 6 
日月

う
か
い
聞
き

(1
9月

m日
)

ほ
た
る

・
し
よ
う
ぶ
ま
つ
り

(1
日
日
)

土
砂
災
害
危
険
箇
所
パ
ト
口
l

lν ほ
た
る
/
し
よ
う
ぶ
鑑
賞
会

う
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

6
月
定
例
市
議
会

(1
位
日
)

お
田
植
え
祭

四
国
横
断
自
動
車
道
宇
和
|

大
洲
聞
の
本
線
工
事
始
ま
る

建
設
省
の
排
水
ポ
ン
プ
車
初

出
動

3 
日

5
日
6
日

只υ
口〕m目

的

ω
日

25 
日

27 19 12 
日日日

ふ
れ
あ
い
カ
ヌ
ー
教
室

ポ
コ
ペ
ン
横
丁
始
ま
る

大
洲
市
情
報
公
開
懇
談
会
が

提
言
書
を
提
出

う
の
感
謝
祭

1 10 28 
日月日

介
護
保
険
要
介
護
認
定
の
申

請
受
付
開
始

観
光
い
も
園
オ
ー
ブ
ン

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
植
樹

(喜
多
小

5
・
6
年
生
)

市
民
運
動
会

こ
ん
に
ち
は
/
知
事
で
す

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

藤
樹
ま
つ
り
記
念
式
典

12 6 
日日

3 11 31 23 20 1 0 
日月日日日日

大
洲
ま
つ
り

(お
ま
つ
り
村
・

お
お
す
浪
漫
祭
)

ふ
れ
あ
い
文
化
講
演
会

(デ
|

ブ

・
ス
ベ
ク
タ
ー
さ
ん
)

お
お
ず
音
楽
祭

第

2
回
大
洲
城
跡
発
掘
調
査

現
地
説
明
会

大
洲
市
戦
没
者
・
消
防
及
び

公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式

も
み
じ
観
葉
会

福
祉
と
健
康
づ
く
り
市
民
の

つ
ど
い

5
日

14 13 
日日

18 
日

22 19 
日日

2 12 
日月

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
(中
原
藤
子
さ
ん
)

大
洲
市
総
合
計
画
審
議
会

(最
終
答
申
)

大
洲
市
駅
伝
大
会

刊
は
月
定
例
市
議
会

(1
引
日
)

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
ク
リ
ス

マ
ス
会

3 
日

A
『
口
〕
8
日
市
日

5 



広報ああず 2000 1月号

財政状況をお知らせします
大洲市財政状況の公表等に関する条例第 2条及び

地方公営企業法第40条の2の規定により、 平成11年
4月1日から平成11年9月30日までの本市の財政状
況及び業務状況を次のとおり公表します。

一般会計予算執行状況

Eコ予算額 167億1，062万円
仁コ執行額 83億 412万円

仁コ予算額 167億1，062万円
Eコ執行額 56億5，615万円

項

目

金 客員

1世帯当たり

1人当たり

構成比

60億 213万円

39億5，210万円

33億3，095万円
21億6，384万円

(歳入) (歳出)

日正J

39億2，215万円
14億5，272万円

20億3，705万円
9億3，368万円

jZRH盟雪ι 19億5，700万円
7億1，052万円

1議1'，ZZR | E聖司E3l 22億2，511万円
6億8，750万円

31;意5，000万円
2f:意1，047万円

4億1，749万円
1億6，271万円

10億2，666万円
1億3，109万円

2億5，979万円

9，545万円

29億8，118万円
3億4，624万円

E杢戸
EP  

12億5，048万円
5億4，783万円

5億7，123万円
3億7，011万円

27億8，757方円
討議6，941万円

直F
コ

6億2，372万円
2億9，252万円

13億3，631万円
2億9，186万円

市税と市民負担の状況

市民税 固定資産税 たばこ税 軽自動車税

盤 al 壁多 曾
必ロ』

計

8億3，053万円 11億4，522万円 1億2，330万円 6，479万円 21億6，384万円

57，844円 79，761円 8，587円 4，512円 150，704円

21， 114円 29，115円 3，134円 1，647円 55，010円

38.4% 52.9% 5.7% 3.0% 100.0% 

6 
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広報おおず 2000 1月号

公債費の状況

区分 借入先 件数 現在高 l世帯当たり l人当たり

大蔵省 125 64億8，422万円 451，610円 164，850円

般 郵政省 49 23億2，457万円 161，900円 59，098円

i;; その他 115 80億7，913万円 562，692円 205，398円
計
小計 289 168億8，792万円 1，176，202円 429，346円

特
大蔵省 36 33億3，631万円 232，365円 84，819円

別 郵政省 42 15億9，767万円 111，274円 40，618円

i;; その他 22 12億2，074万円 85，021円 31，035円
言十
小計 100 61億5，472万円 428，660円 156，472円

三口込 計 389 230億4，264万円 1，604，862円 585，818円

(市有財産の状況》

種別 面積等 金 額

宅'"'- 地 575，739m2 45億9，730万円

山 林 2，830，251m2 5，296万円

田 t田 114，093m2 1億9，059万円

雑種地 120，363m2 8億9，300万円

建 物 210，990m2 246億9，903万円

立 木 63.402m3 3億4，552万円

財 政 調 整 基 金 5億6，203万円

国民健康保険財政調整基金 4億1，498万円

土 地 開 マブロモー 基 金 6億2，587万円

その 他特 定目的基金 12億8，397万円

出 資 金 5億 681万円

よロ』 計 33億9，366万円

国民健康保険 国保診療所

特別会計

習を 間の状況

予算現額 31億2，000万円 2，811万円
収 入済額 9億8，141万円 809万円
支 出 済額 11億3，813万円 1，363万円
差 ヲ| ムl億5，672万円 ム 554万円

一般会計予算性質別執行状況

普通建設事業費
2億5，485万円
(4.5%) 

工業用水道

71く 道

自平成11年4月1日
至 平成11年9月30日

人 件 費
14億3，441万円
(25.4%) 

歳出総額

56億5，615万円

(100.0%) 

総収益

360万円

3億5，684万円

補助 費 等
14億2，802万円
(25.2%) 

総費用 当期純利益

121万円 239万円

l億9，298万円 l億6，386万円

病 院 16億4，574万円 14億9，229万円 l億5，345万円

老人保健 公共下水道事業 交通傷害保障

主註ミ 蓮昌 P動
49億3，008万円 9億8，891万円 959万円
19億9，979万円 5，275万円 999万円
20億7，442万円 5億2，766万円 859万円
ム 7，463万円 ム 4億7，491万円 140万円

土地取得造成 住宅新築資金 簡易水道 農業集落排水事業 駐車場事業

輸
等貸付事業

想信¥ 手b 備 固
1，968万円 l億1，493万円 1億2，509万円 2，987万円 5，140万円
1万円 1，933万円 3，703万円 338万円 1，059万円
926万円 9，170万円 4，568万円 1，163万円 2，263万円

¥ ム 925万円_/'--ム 7，237万円ノ¥ ム 865万円ノ¥ ム 825万円ノ ¥ム 1，204万円ノ
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4
ム
4
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・

平
成
十
二
年
度
の
保
育
所
入
所
申

し
込
み
を
次
の
よ
う
に
受
け
付
け
ま

す
。ま
た
、
下
記
の
と
お
り
特
別
保
育

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

{
受
付
期
間
}

一
月
五
日
同
j
二
十
日
附

{
受
付
場
所
}

各
保
育
所
ま
た
は
社
会
福
祉
課

{
保
育
所
入
所
の
条
件
】

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
ま

た
は
同
居
の
親
族
が
保
育
で
き
な
い

場
合
で
す
。

V
昼
間
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ
ー
ト
、
内
職
、
農
業
、
自
営
業

な
ど
)

V
産
前
、
産
後
三
カ
月
以
内
で
あ
る

場
合

V
疾
病
、
負
傷
ま
た
は
心
身
に
障
害

が
あ
る
場
合

V
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
場
合

V
天
災
に
よ

っ
て
住
居
が
な
く
な
る

な
ど
の
場
合

保育所入所の申し込み

広報おおず 2000

1月5日""'20日

{
特
別
保
育
事
業
な
ど
に
つ
い
て
}

.
時
間
延
長
保
育
サ
ー
ビ
ス
事
業

O
実
施
保
育
所
H

肱
北
保
育
所

保
護
者
の
就
労
形
態
な
ど
や
む
を

得
な
い
事
情
の
た
め
、
保
育
時
間
の

延
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

児
童
を
午
後
七
時
三
十
分
ま
で
お
預

か
り
し
ま
す
。

〈利

用

料

月

額
二
千
五
百
円
〉

.
乳
児

(
0
歳
児
)
保
育
事
業

O
実
施
保
育
所
H
喜
多
保
育
所

・
新

谷
保
育
所

・
大
成
保
育
所
・
肱
南

保
育
所
・
大
洲
乳
児
保
育
所

・
五

郎
保
育
園

生
後
三
カ
月
(
お
よ
そ
産
休
明
け
)

以
降
の

0
歳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
0

.
居
残
り
保
育

全
保
育
所
(
園
)
に
お
い
て
、
午

後
六
時
ま
で
の
居
残
り
保
育
を
実
施

し
ま
す
。

{
申
込
方
法
】

入
所
申
込
書
に
次
の
よ
う
な
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
入

所
申
込
書
・
証
明
書
は
、
各
保
育
所
、

社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
)

V
給
与
所
得
者
は
、
平
成
十

一
年
分

源
泉
徴
収
票
(
世
帯
全
員
)

V
パ
l
ト
、
内
職
な
ど
し
て
い
る
人

は
、
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

V
農
業
、
自
営
業
の
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
農
業
従

事
証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
書

V
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
確
定
申

告
書
の
写
し

V
平
成
十

一
年

一
月
二
日
以
降
に
転

入
し
た
人
は
、
平
成
十

一
年
度
市

区
町
村
民
税
額
(
特
別
減
税
前
/

所
得
割
と
均
等
割
と
の
区
別
が
つ

く
も
の
)
の
課
税
証
明
書
(
※
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
も
提
出
し
て

く
だ
さ
い
)

{
入
所
決
定
の
た
め
の
面
接
】

別
表
の
日
程
で
面
接
調
査
を
行
い

ま
す
。
入
所
申
込
者
は
、
入
所
を
希

望
す
る
児
童
を
同
伴
の
う
え
、
入
所

希
望
保
育
所
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

{
入
所
の
決
定
}

入
所
決
定
通
知
書
を
、

三
月
中
に

各
家
庭
に
送
り
ま
す
。

{
保
育
料
}

大
洲
市
の
定
め
る
徴
収
金
基
準
額

を
保
育
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。
各

家
庭
の
所
得
税
、
市
民
税
の
課
税
状

況
や
児
童
の
年
齢
に
応
じ
て
保
育
料

は
違
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。

入所募集保育所及び面接調査日程表

-・・・圃

時
的
保
育
事
業

8 

〈
大
洲
乳
児
保
育
所
〉

八
時
三
十
分
か
ら
十

七
時
ま
で

※
た
だ
し
、
都
合
に
よ
り
平
日
は
、

七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時
ま
で
。

土
曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
七

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

V
利
用
料

一
人
に
つ
き

一
日
千
円

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
洲
乳
児
保

育
所
ま
で
。

宮
@
4
4
1
8

4
0
 

d

、
a
n
v

ヘ内
a-

V
保
育
時
間

入所募集保育所 面接日時

保育所名
rλ-ヒ一、
所 在地 電話番号 日 曜 時 閏

員

大洲保育所 90 大j州1709-1 24-2919 1火 10:00~12:00 

※喜多保育所 90 中村462-2 24-2749 2水 9:30~12:00 

管田保育所 110 菅田町菅田甲1806-225-5163 2水 13:30~ 1 6:00 

※新谷保育所 120 新谷町甲259-125-0600 3木 9 : 30~12:00 

柳沢保育所 30 柳沢甲610-1 25-5720 3木 13:30~15:30 

粟津保育所 60 八多喜町甲125326-0220 4 金 1O : 00~12 : 00 

=善保育所 53 春賀甲1182 26-0612 金 13:30~15:30 

南久米保育所 30 北只411 24-3754 7 月 13: 00~15:30 

上須戒保育所 30 上須戒甲1511 26-1128 1火 13 : 30~ 1 5:30 

※大成保育所 30 森山甲729-1 27-0706 7 月 10 ・ 00~12:00

※肱南保育所 60 柚木340-21 24-3104 8 :k 10 ・ 00~12:00

。肱北保育所 90 東大洲町一1 24-3188 8 火 13:30~ 1 6 : 00 

徳森保育所 120 徳森2632-32 25-4020 9 水 9 : 30~12:00 

※ (福児保) 60 田口字白方甲2530-124-4418 10 木 9:30~12:00 
大洲乳 育所

※ (福) 60 五郎甲45 23-4478 10 木 13:30~15:30 五郎保育園

(面接はいずれも平成12年 2月)

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働
、

職
業
訓
練
、
就
業
な
ど
に
よ
り
原
則

と
し
て
平
均
週
三
日
を
限
度
と
し
て

断
続
的
に
家
庭
保
育
が
困
難
な
場
合
、

一
日
を
単
位
と
し
て
、
大
洲
乳
児
保

育
所
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る

も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
傷
病
、
災

害
、
出
産
な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
、

一
時
的

に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も

預
か

っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

V
対
象
児
童

0
歳
児
か
ら
就
学
前

児
童

注)※は、乳児 (0歳児)受け入れ保育所
。は、時間延長保育実施保育所
各保育所関所時間 (平日)7碍30分開所、 18時閉所 (時間延長保育
実施保育所を除く)



1月号広報おおず 2000

参

市
民
の
体
力
向
上
と
健
康
の
増
進

を
図
る
た
め
、
第
十
七
回
大
洲
市
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

{
日
時
}

平
成
十
二
年
二
月
十
三
日
同

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

※
荒
天
時
は
中
止

{
受
付
時
間
}

午
前
八
時
四
十
分
j
九
時
二
十
分

{
集
合
場
所
}

平
野
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

{
コ
ー
ス
】

平
野
運
動
公
園
内
周
囲
コ

l
ス

{
参
加
資
格
】

健
康
な
人
で
、
大
洲
市
に
居
住
ま

た
は
勤
務
・
通
学
し
て
い
る
人

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

V
大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局

(総
合

体

育

館

内

)

宮

@
6
2
5
5

V
教
育
委
員
会
社
会
教
育
体
育
課

宮

@
2
1
1
1
(内
線
5
5
4
)

※
申
込
期
日

平
成
十
二
年

一
月
二
十
八
日
樹

{
そ
の
他
}

・
参
加
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、

身
体
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
出
場
し
て
く
だ
さ
い
。

-
大
会
中
は
、
大
会
役
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い。

-
完
走
者
全
員
に
完
走
証
を
授
与
し

ま
す
。

マ
ラ
ジ
、

自目

者

募

集

会
場
は

平
野
運
動
公
園

5 3 2 se 
km km km 離

ヲ除* 校4高K ヲ台 ヲ貨* ヲ貨* 9町 * ヲ貨学中 jナムjムムt 子jAjLAt - フ60 
般 般 般 般 ~ ア 歳

子男
男 男 男 男 男 6 5 4 ~ 以
子 子 子 子 子 年 年 年 Ij 上

ク40 のの40 のの 男 男 男 の

歳以
音B音s歳 音B部 子 子 子

チムLム
コ音B

以上 ののの
上 吉B部 宮B年生ス
の の ( 

フ

音B 吉B 以 老

慎重

若

ヲ肘

* 高校女* 主中
可除 ヲ烏9町 女男は ス
jf ムjuL 

般女
~ム4 ~ムt

問
6 5 4 伴同 い

子 子 子 年女 年女 年女 ま 55D 
の の の とせ
吉日 宮B吉日 子 子 子 しん
ののの ま 。
音B部 吉Bす

) 

償
却
資
産
の
申
告
は
1
月
初
固
ま
で

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
償
却
資

産
、
申
告
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。

{
償
却
資
産
と
は
}

土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
構
築

物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両
・

運
搬
具
、
工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却

額
(
費
)
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
の
所
得
計
算
上
、
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

{
申
告
の
必
要
の
な
い
も
の
}

・
耐
用
年
数
が

一
年
未
満
の
も
の

・
取
得
価
格
が
二
十
万
円

(平
成
元

年
三
月
三
十

一
日
以
前
の
取
得
に

つ
い
て
は
十
万
円
)
未
満
の
も
の

(た
だ
し
少
額
多
量
資
産
は
除
く
)

・
鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商

業
権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

.
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど

{
申
告
書
の
提
出
}
対
象
と
な
る
資

産
を
平
成
十
二
年
一
月

一
日
現
在
所

有
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人
は
、

申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
税

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
提
出
期
限

平
成
十
二
年
一
月
二
十
日
同

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
7
)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人

権

を

まい紀き二
今fすを ，~~ 0 今え
年:。 厳1と O 世主ノ
は 粛凡ミO 紀き三

に く 今年史最~ b
受ぅ虚昔 、後ごし
け史Lミのの
止と的Zレ年tか
めなーニを?
た年ア中EE
いとム不 lc...
との ( ヂ (
思f出で千主主 ニ
いムあ年ね I~ ~ =ぃ4十 ん。

げ
き
ど
‘
つ

「
激
動
の
世
紀
」
と
言

じ
ん
け
ん

わ
れ
た
二
十
世
紀
か
ら
、
「
人
権
の

世
紀
」
と
言
わ
れ
る
二
十

一
世
紀
へ

の
か
け
橋
の
年
で
す
。

わ

た

し

じ

か

く

私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、

じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く
け
い
は
つ
う
え
じ
?
ヲ
じ
っ

人
権
教
育
・

啓
発
の
上
で
充
実
し
た

い
ち
ね
ん
一
年
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

に

ほ

ん

し

や

か

い

お

う

ベ

い

く

ら

さ
て
日
本
の
社
会
は
、
欧
米
に
比

ま

ち

な

か

た

が

べ
、
人
権
に
つ
い
て
街
中
で
互
い
に

か

ん

が

あ

す

く

か

ん

き

ょ

う

考
え
合
う
こ
と
が
少
な
い
環
境
に
あ

で人E存Zとは る
しの在.;:~'、欧と
た存をう他干米言
。在守i歴昔民んのわ
従たをり事し族?人えれ
Je認士 、，T と権日て
二め主Ff?の、感士い
¥る張?リ、交1覚Tま
こす'自字流均三，す
とるらかか Hf。
がしにの 当ぁ常j
出土は 意いた的j
発宮 、志Lりな、
点Z他た・ 前iの

こ
と
さ
ら
に

乗Eのス と街で
降:おがこな中♀
口Zばあん つ で T
にちあるな kて人伝
向むち駅ま話い、権」
け や にがしっ 感し
てん停ごあた覚 与
歩2が 車与りのが 空
い 、しまで日 γ
て杖2、すし常な
勺をお 。 よ的く

t支3年t定ごうなて
J え 寄ょ期き。 慣なも
%にりパ れ、 NO.255 

人
権
と
同
和
教
育

う

し

か

ぞ

く

か

た

そ
の
後
ろ
に
は
、

家
族
の
方
と
思
わ

ち
ゅ
う
ね
ん
じ
ょ
せ
い

れ
る
中
年
の
女
性
が
つ
い
て
い
ま
し

し

ゃ

な

い

つ

う

ろ

せ

ま

た
が
、
車
内
の
通
路
が
狭
い
た
め
、

な
ら

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
並
ん
で
支
え
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
や
っ

と

だ
ん
さ

の
こ
と
で
、
段
差
の
あ
る
乗
降
口
を

お

と

き

降
り
た
時
、
女
性
の
後
ろ
に
つ
い
て

わ

か

だ

ん

せ

い

い
た
若
い
男
性
が
、
「
こ
れ
だ
か
ら

お
年
寄
り
は
、
困
る
ん
だ
よ
な
l
」

と
連
れ
の
男
性
に
言
い
な
が
ら
、
パ

ス
を
降
り
て
行

っ
た
と
い
う
の
で
す
。

げ
ん
ど
う

こ
の
よ
う
な
日
常
的
な
言
動
を
、

し
て
ん

人
権
の
視
点
で
考
え
て
み
ま
す
と
、

こ

う

れ

い

し

や

ど

う

さ

か

ん

ま

ん

た

「
高
齢
者
の
動
作
は
緩
慢
で
耐
え
ら

ま

っ

た

じ

れ
な
い
」
と
考
え
る
の
は
、

全
く
自

こ

ち

ゅ

う

し

ん

て

き

え

己
中
心
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ひ

と

き

ょ

う

せ

い

い

ち

ば

ん

人
と
人
と
が
共
生
す
る
上
で

一
番

た
い
せ
つ

大
切
な
こ
と
は
、
他
人
の
存
在
を
認

ち
が

め
、
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
に
あ
り

ひ

と

り

ま
す
。
「
一

人

一
人
が
か
け
が
え
の

に
ん
げ
ん

な
い
人
間
な
の
だ
」
と
い
う
考
え
が
、

こ
こ
ろ

「
一
人

一
人
を
大
切
に
す
る
心
」
に

つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
す
。たち
ば

り

人
権
と
は
、
お
互
い

の
立
場
を
理

か

い

そ

ん

ち

ょ

う

解
し
、

尊
重
し
合
う
こ
と
で
す
。

Millennium 
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1月号

第

広報ああず 2000

第
二
回
現
地
説
明
会
を
開
催

(
十
一
月
十
四
日
回
)

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

十

一
年
二
月
か
ら
大
洲
城
跡
の
発
掘

調
査
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
三
月
に

は
、
藤
樹
像
台
座
の
中
か
ら
天
守
の

礎
石
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
こ
と

か
ら
、
第

一
回
目
の
現
地
説
明
会
を

開
催
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
復
元
す

る
天
守
の
遺
構
よ
り
古
い
時
代
の
も

の
と
思
わ
れ
る
遺
構
や
遺
物
が
出
土

し
た
た
め
、
十

一
月
十
四
日
間
、
第

二
回
目
の
説
明
会
を
開
催
し
、
出
土

し
た
瓦
な
ど
の
遺
物
や
遺
構
の
状
況

に
つ
い
て
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

固
有
4

大
洲
市
は
、
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
制
施
行

五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
の
完
成
を

目
指
し
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
の
ご
意
見

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
対
策
係

8
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
4
)

41 

復
元
す
る
大
洲
城

天
守
閣
の
遺
構
に
つ
い
て

一一
月
中
旬
に
出
土
し
た
六
個
の
礎

拓
め
お
か
、
天
守
台
基
礎
石
と
天
守

雨
落
溝
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

天
守
台
基
礎
石
は
南
北
に
延
び
て

お
り
、
北
端
は
現
在
の
石
垣
の
折
れ

曲
が
り
部
と

一
致
し
、
南
端
に
は
三

角
形
の
石
を
用
い
て
コ

ー
ナ
ー
と
し

て
い
ま
す
。

かく
法
た
、
天
守
雨
落
溝
は
、
後
世
の

撹
乱
の
た
め
に
残
り
は
悪
か

っ
た
も

の
の
、
溝
幅
を
確
定
で
き
る
側
石
が

一
カ
所
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
遺
構
は
、

天
守
閣
の
軒
先
の
長
さ
を
推
定
で
き

る
貴
重
な
も
の
で
、
今
回
の
発
掘
調
査

の
大
き
な
成
果
の

一
つ
と
い
え
ま
す
。

復
元
す
る
天
守
以
前
の

遺
物
と
遺
構
に
つ
い
て

復
元
す
る
天
守
の
礎
石
よ
り
下
の

層
か
ら
、
石
垣
状
石
列
、
石
敷
、
瓦
敷
、

溝
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

石
垣
状
石
列
は
、
天
守
内
に
東
西

に
延
び
て
お
り
、
東
端
で
は
天
守
台

基
礎
石
に
切
ら
れ
て
い
る
た
め
天
守

台
基
礎
石
よ
り
も
古
い
時
代
の
も
の

と
立
訟
を
之
つ指
初比
弘
吉、

唐
草
紋
軒
平
瓦
、

三
巴
紋
軒
丸
瓦
、

備
前
焼
の
鉢
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

石
敷
遺
構
は
、
天
守
内
の
中
央
西

側
か
ら
検
出
さ
れ
、
四
十
叩
大
の
平

石
が
外
周
を
巡
り
、
内
側
に
は
十
個

大
の
石
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。

瓦
敷
遺
構
は
、
石
敷
遺
構
よ
り
古

い
層
か
ら
検
出
さ
れ
た
大
量
的
主
躍

で
、
そ
の
中
か
ら
松
野
町
の
河
後
森

城
で
出
土
し
た
瓦
と
同
じ
形
態
を
も

っ
天
正
年
間
(
一
五
七
三
j

一
五
九

二

ご
ろ
の
唐
草
紋
軒
平
瓦
や
、
長

野
県
の
上
田
城
な
官
紗
ら
出
土
し
た

瓦
と
同
じ
形
態
の
菊
文
瓦
が
出
土
し

ま
し
た
。

溝
状
遺
構
は
、
調
査
区
の
南
東
隅

か
ら
検
出
さ
れ
た
溝
状
の
遺
構
で
、

底
の
近
く
に
は
炭
化
物
を
多
く
含
む

層
が
あ
り
、
十
六
唯
記
数
半
の
す
り

鉢
や
陶
磁
器
片
、
土
師
皿
が
出
土
し

ま
し
た
。

今
回
の
発
掘
調
査
で
、
明
治
に
取

り
壊
さ
れ
た
天
守
台
の
下
に
、
そ
れ

よ
り
古
い
時
代
の
建
物
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
建
物
は
、

遺
物
の
調
査
か
ら
十
六
世
紀
ご
ろ
に

建
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

誰
が
建
て
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
構

造
で
あ

っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、
検
出

し
た
遺
構
や
遺
物
に
つ
い
て
正
確
な

記
録
保
存
を
行
い
、
報
告
書
を
作
成

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

10 
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• 

⑨大盛況/おまつり村浪漫祭

大洲まつりの一環として開催されたおまつり村とおおず浪 i
j霊祭。今年も多彩なイベントガ行われ、多くの家族連れでに ‘
ぎわいました。

1月号広報ああず 2000

これぞアンサンプルの醍醐味

チエコの至宝と評されるヤナーチヱク室内合奏団を招き、'99おおず
音楽祭ガ開催されました。知的で洗練されたアンサンブルの響さに、
会場に詰め掛けた大勢の聴衆ガ酔いしれました。

@ 色づくもみじをめでながら

新谷の稲荷山公園で観葉会ガ行われました。同公園は、樹齢約30
0年のイロハモミジなと‘カエデ類約3000本か.茂る紅葉の名所。招待客
らは、色づく紅葉をめでながら深まる秋を満喫していました。

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
0
3
3
;
3
5
3
5
3
5
3
5主
主
主
主
主
主
〉

@ 福祉と健康について考えよう/守主ら

第9固福祉と健康づくり市民のつどいが総合福祉センターで開催
されました。福祉と健康をテーマにさまざまなコーナーを設置。介護

用品なとを紹介したコーナ-1こも関心ガ集まっていました。

@き〉 目指せ/シートベルト100%

『シートペJし卜1∞パーセントキャンペーン』の街頭啓発ガ国道56号
大洲道路で行われました。大洲交通安全協会員や大洲市交通安全§
の会員怠ど約50名ガ沿道に立ち、ドライバーにシートベJし卜の着用と
安全運転を呼びかけました。
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1月号広報おおず 2000

¥保健センタ一同0310/

いきいき

lAte! 
あなたの健康を

サポートします

1/大洲保健所合@3165~ 

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
、
い
ず
れ
も
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
2
階
で
す
。

【乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
1
月
日
日

ω
平
成
日
年

8
月
生
※

0
1
月
四
日

ω
平
成
叩
年
6
月
生

0
1
月
白
日

ω
平
成
8
年
ロ
月
生

受

付

時

間

日

時

1
日
時
却
分

持

参

品

母

子

手

帳

、

ア

ン

ケ

ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル
(
※
の
み
)

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
1
月

口

日

開

平

成

日
年

3
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分
j
叩
時

持
参
品
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【健
康
相
談

・
栄
養
相
談
}

0
1
月
白
日
開

相
談
時
間
叩
時

i
u時
、
日
時

1
日
時

持
参
品
健
康
手
帳
(
予
約
制
)

大

洲

保

健

所

い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

【難
病
医
療
相
談】

O
第

3
火

曜

日

日

時

j
日
時

{精
神
保
健
福
祉
相
談】

!日曜・祝祭日の当番医|

l月1日 浦岡医院(三の丸)
出合24 -2 0 2 4 

1月2日 田渡クリニック(新谷)
(日) ft25-3217 

1月3日 末光眼科(若宮)
(月) ft24-1500 

1月9日 平田医院(若宮)
(日) ft24-1200 

1月10日 いんなみ眼科(田口)
開) ft24-0700 

1月16日 西原耳医院(東大洲)
(日) ft23-3366 

1月23日 かわばた産婦(東大洲)
(日) ft23-1103 

1月30日 中村皮クリニック(新谷)
(日) ft25-11 1 2 

| 救急当番病院 | 
月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 
加戸病院(若宮)

ft24-5101 
大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

日
時
j

u
時

日
時
却
分
j
日
時
却
分

定
期
検
診
を
忘
れ
す
に

f

一

平
成
刊
は
年
検
診
申
込
力

l
ド
を
配
布
し
ま
す
一

ね
た
も
の
で
す
。
会
社
の
検
診
な
ど
で

一

申
し
込
む
必
要
の
な
い
人
も
、
調
査
事

一

項
を
記
入
の
う
え
、

2
月
末
ま
で
に
必
一

ず
区
長
さ
ん
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
診
を
申
し
込
ま
れ
た
人
に

一

は
、
後
日
、
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
セ
ン
タ
ー

a
@
0
3
1
0

O
第

3
金

曜

日

日

時

j
日
時

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

O
第

1
・
3
火
曜
日

日
時
j
ロ
時

【ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

0
1
月

四

日

制

日

時

1
日
時

対
象
就
学
前
の
幼
児

(
4
i
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

師"・
…
胎
生
活
習
慣
病
(
成
人
病
)
を
は
じ
め
と

一
し
た
体
の
異
常
は
早
期
に
発
見
す
る
こ

一
と
が
重
要
。
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

一
自
分
の
健
康
状
態
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま

一す
。大
洲
市
で
は
、
成
人
病
検
診
・
肺
が

一
ん
、
結
核
検
診

・
胃
が
ん
検
診

・
大
腸

一
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん

一
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
日
年

一
度
よ
り
、
各
検
診
は
各
地
区
年
1
回
実

一
施
し
て
お
り
、
身
近
で
気
軽
に
受
診
で

一
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守
る
も
の
。

二
疋
期
的
な
検
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
今
年
も
「
検
診
申
込
カ

1
ド
」

一を

1
月
中
旬
に
配
布
し
ま
す
。
こ
の
カ
l

一
ド
は
、
皆
さ
ん
の
検
診
状
況
調
査
を
兼

日

木~日曜日

曜71< 

次
の
と
お
り
、
採
血
車
が
巡
回
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

0
1
月
6
日
岡

市
立
大
洲
病
院

喜
多
医
師
会
病
院

月
新
刊
案
内

絵
本
の
あ
る
く
ら
し
プ
ー
さ
ん
文
庫
編

制

歳

/

鯨

岡

兵

輔

著

不
思
議
の
国
パ
キ
ス
タ
ン
斎
藤
白
美
子
著

海
を
越
え
た
縄
文
人
テ
レ
ビ
東
京
編

ア
フ
リ
カ
を
知
る
事
典

伊
谷
純
一
郎
ほ
か
監
修

車
で
行
け
る
新

・
名
湯
秘
湯
中
国

・

四
国
編

J
A
F
出
版
社
編

た
ま
し
い
の
誕
生
日
長
谷
川
博

一
著

老
後
の
お
金
は
こ
う
し
て
作
り
な
さ
い

海
江
田
万
里
著

株
は
こ
う
し
て
買
い
な
さ
い

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
編

夫
婦
の
錠

三
田
誠
広
著

パ
ラ
レ
ル

・
ワ
ー
ル
ド
深
沢
正
雪
著

子
別
れ
レ
ッ
ス
ン
斎
藤
学
・久
田
恵
著

算
数
軽
視
が
学
力
を
崩
壊
さ
せ
る

和
田
秀
樹
ほ
か
著

最
新
ハ
ツ
ブ
ル

「宇
宙
美
術
館
」

中
富
信
夫
著

忍

び

寄

る

感

染

症

町

田

和

彦

著

家
を
建
て
る
あ
な
た
へ
犬
飼
浩
子
著

ゴ
ミ
は
な
く
せ
る
ん
だ
/
児
玉
浩
憲
著

四
十
代
か
ら
の
暮
ら
し
考
え
る
商
村
玲
子
著

き
も
の
の
買
い
方
・
揃
え
方
木
村
孝
著

城
の
鑑
賞
基
礎
知
識

三
浦
正
幸
著

中

国

料

理

秘

伝

帳

脇

屋

友

詞

著

門
間
和
子
の
お
い
し
い
お
か
ず
門
間
和
子
著

健
康
の
た
め
の
ゆ
び
編
み篠
原
く
に
こ
著

シ
ニ
ア
の
ニ

ッ
ト

雄

鶏

社

編

山
な
ん
て
嫌
い
だ
っ
た
市
毛
良
枝
著

ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
る
人
の
本
水
谷
朔
著

唱
歌
・
童
謡
も
の
が
た
り

12 

読
売
新
聞
文
化
部
著

風
景
ス
ケ
ッ
チ
の
す
べ
て
大
熊
弘
文
著

地

獄

坂

森

村

誠

一

著

眠

る

馬

雨

宮

町
子
著

巷

説

百

物

語

京

極

夏

彦

著

務

校

早

春

賦

宮

本

昌

孝

著

脳
病
院
へ
ま
ゐ
り
ま
す
。
若
合
春
情
著

密

命

高

任

和

夫

著

忍

ぶ

恋

伊

集

院

静

ほ

か

著

夢

の

島

大

沢

在

昌

著

風

の

姿

常

盤

新

平

著

恋

の

休

日

藤

野

千

夜

著

カ

ラ

ス

小

川

竜

生

著

カ

エ

サ

ル

を

撃

て

佐

藤

賢

一

著

雪

は

こ

と

し

も

別

所

真

紀

子

著

女

学

生

の

友

柳

美

里

著

平

和

な

殺

人

者

辻

真

先

著

サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
撲
滅
団
勝
浦
雄
著

暴

発

の

臨

界

千

代

田

圭

之

著

ひ

と

り

ぐ

ら

し

藤

堂

志

津

子

著

ヒ
ヨ
コ
の
蝿
叩
き

群

ょ

う

こ

著

高

月

療

法

花

村

高

月

著

エ
イ
ミ
l
・
シ
ョ
ウ
ズ
山
田
詠
美
著

ほ
っ
こ
り
ほ
く
ほ
く
上
方
さ
ん
ぽ

回
辺
聖
子
著

ぼ
け
と
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
こ
っ
ち
ゃ

森

毅

若

男

と

女

渡

辺

淳

一

著

花

粉

の

部

屋

ゾ

エ

・

イ

エ

ニ

1
著

ソ
ン
グ

・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
パ

l

ス
l
・ハ

リ
ソ
ン
著

一
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「大
洲
藩
君
命
録
」
に
つ
い
て

講
師

芳
我

一
章
先
生

日
時

1
月
白
日
制

「

3
J

-
nu
p
-
-
i

ハU
J

f

，、.
-

q
ぺ
U

l

-
-
E
A

n
〈

υ

、

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

.
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い



1月号広報ああず 2000

宅
地
分
譲
の
お
知
ら
せ

大
洲
市
土
地
開
発
公
社
と
側
大
洲
住

宅
協
会
で
は
、
大
洲
市
北
只
地
区
と
大

洲
地
区
に
お
い
て
、
宅
地
分
譲
を
次
の

よ
う
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
分
譲
の
場
所
友
び
区
画
数
】

北
只
・
北
只
下
団
地
凶
区
画

(
パ
ッ
ト
パ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
前
)

大
洲
・

比
地
町
用
地

1
区
画

(
臥
龍
山
荘
の
近
く
)

【申
込
受
付
】

o
期
間
平
成
日
年
ロ
月
日
日
幽
か
ら

平
成
ロ
年
1
月
凶
日
悩
ま
で
。

(土

・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

〈
羽
田
j

4
日
〉
は
休
み
ま
す
)

0
時
間
午
前
8
時
却
八
刀
j
午
後
5
時

O
場
所
大
洲
市
役
所
2
階

開
発
公
社

・
住
宅
協
会
事
務
所

【
分
譲
条
件
】

5
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
し
、
自
ら

が
入
居
す
る
人
で
、
年
齢
が
却
歳
以
上

の
人
。

そ
の
他
の
条
件
は
、
開
発
公
社

・
住

宅
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
}

申
し
込
み
は
、
希
望
す
る
宅
地
を

1

世
帯
l
区
画
と
し
ま
す
。
2
人
以
上
の

申
し
込
み
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
}

開
発
公
社
ま
た
は
住
宅
協
会

(大
洲
市
役
所
2
階
)

8
@
2
I
I
I
-
@
7
1
1
8
 

※
ま
た
、
大
洲
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、

菅
団
地
区
・

富
士
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
分

譲
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
団
地
は
、
随
時
、
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

二
十
歳
に
な
っ
た
日
が

国
民
年
金
へ
加
入
す
る
と
き

却
歳
は
大
人
と
し
て
の
新
し
い
旅
立

ち

o
m歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
、
勤

め
れ
ば
厚
生
年
金
、
ま
た
は
共
済
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新

し
い
社
会
人
の
皆
さ
ん
は
、
社
会
を
構

成
す
る

一
員
と
し
て
、
国
民
年
金
の
保

険
料
を
毎
月
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
と

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
社
会
の
全
員
で
支
え

合
う
仕
組
み
。
将
来
の
あ
な
た
自
身
の

た
め
に
も
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保

険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に
1

※
国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

8
@
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

2
0
0
0年
問
題
の
相
談

窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
西
暦
2
0
0
0
年

問
題
の
相
談
窓
口
が
、
愛
媛
県
と
大
洲

市
に
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
西
暦
2
0
0
0
年
問
題
に
つ
い
て
、

疑
問
や
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
愛
媛
県
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0

0
年
問
題
対
策
本
部
事
務
局

8
0
8
9
・
9
4
1
・
3
3
6
0

V
大
洲
市
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0

0
年
問
題
対
策
本
部
事
務
局

合

@
2
1
1
1
(内
線
3
7
4・
3
7
5
)

人

権

問

題

に

関

す

る

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
の

人
権
問
題
に
関
す
る
ロ
時
間
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

{
相
談
内
容
}

障
害
の
あ
る
人
の
扶
養
、
介
護
、
社

会
参
加
な
ど
に
関
す
る
人
権
問
題

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

{日
時
}
平
成
ロ
年
1
月
四
日
同

9
時
i
n
時

{
電
話
}
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

2
0
1
2
0
・
0
2
5
・
5
5
0

国

際

婦

人

デ

|

記

念

講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
で
は
、

国

際
婦
人
デ
l
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
は
、
愛
媛
県
の
前
田
瑞
枝
副
知
事
。

『
男
女
共
同
参
画
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
」
と
題
し
た
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
男
女
は
問
わ
ず
、
入
場
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

{日時一

平
成
ロ
年
2
月
幻
日
田

日
時
叩
分
i
日
時

一
場
所
}
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
4
F

(有)丸電工業
n24-5351 
西田水道庖
合 26-0 2 6 5 
徳森設備
n25-4023 
滝田商庖
n25-0901 
(有)星 加水道設備
n26-0020 
上甲建設(械
n24-5914 
徳森設備
n25-4023 
滝田商庖
n25-0901 
(有) 丸電工業
n24-5351 
西国水道庖
n26-0265 
(有)三原設備
n24-3783 
淳山水道工事庖
n24-2583 
(有)いの水道設備
n24-2216 
伊予屋住設
n24-2541 
惰)内田電気水道設備
n25-2858 
岡福水道工事庖
合 24 -3 6 5 6 
(有)オクダ設備

n25-4107 
大塚鉄工所
n25-0300 
(械西田興産
n25-0211 
神南設備
n25-4684 
中央建設 (槻
n24-3556 
久保鉄工所
n26-0537 
(有)神田鉄 工所
n24-4122 
(有)菊地浄化槽センター

n25-2745 

1月1日凶

1月2日(日)

1月3日(月)

1月8日住)

1月9日(日)

1月10日(月)

1月15日出

1月16日(日)

1月22日出

1月23日(日)

1月29日出

1月30日(日)

多
目
的
大
ホ
l
ル
(約
2
0
0
人
)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

講
演
会
事
務
局
公
@
1
2
1
6

1
月

白

日

は

文

化

財

防

火

デ

|

大
洲
市
に
は
、
国
や
県
ま
た
は
市
が

指
定
し
た
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
は
、
私
た
ち
が
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
私
た
ち

も
ま
た
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
貴
重
な
財
産
を
火
災
で
失
っ
て

し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
文
化
財

の
近
く
で
は
、
た
き
火
や
喫
煙
を
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

検
定
試
験
の
お
知
う
せ

V
書
き
初
め
展

1
月
4
日
例
j
1
月
凶
日
制

V
ト
1

ル
ペ
イ
ン
ト
作
品
展

1
月
四
日
ω
1
1
月
却
日
附

V
池
田
加
志
子

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
卜
展

1
月
幻
日
幽
1
1
月
お
日
間

V
建
設
省
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

1
月
お
日
ω
1
2
月
6
日
間

※
展
示
時
間
四
時
l
U
時

最
終
日
は
、
日
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

8
@
1
2
8
1

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

【簿
記
】

受
付
期
間

1
月

U
H
-
-月
お
日

試

験

日

2
月
幻
日
間

※
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
合

@
4
1
1
ー
ま
で
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

13 
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内
キ目 談 内

奇打句、
日時など 場所など 聞い 合わせ先

交通事故相談 1 月 11 日例/10時~15日寺
市役所2階会議室

総務財政課父通安全係

(愛媛県) 1 月 20日休)/10時~15時 n@l2 1 1 1 (内線32 3 ) 
人 f在 相 談 1 月 14日樹/10時~15時 上須戒公民館

急ぐときは法務局 n@l4155 
(法務省) 1 月 19団体~/10時~15時 市役所2階会議室

fj 政 本目 談
1 月 1 7日伺)/9 時~12時 市役所2階会議室

急ぐときは n@l5 6 6 0 (政所)
(総務庁) 会@l4294(辻)

市民法律相談 1 月 22日∞/10時~16時 市民会館会議室
※予約が必要。総務財政課行政係

n@l2 1 1 1 (内線32 8) 

社会保険相談
1 月 7 日樹/10時~16日寺

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

1 月 20日同/10時~16時 n089・925・51 0 5 
不動産無料相談 1 月 15日 (i)/9 時~1 6時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 n@l4452 
定期税務相談 1 月 1 4日樹/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 n@l3 1 1 5 

l 一般相談 毎週月 -水-金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日
(総合福祉センター1階)

社会福祉協議会 n@l0313 
相 談 介護相談 毎週木曜日

l電話相談 10時~12時、 13日寺~16時 (直通)ft@l5 6 2 9 
家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 合⑪21 1 1 (内線 17 2 ) 
同和問題 Ii:関する

毎日の執務時間中
大洲隣保館 会@l6100

伺 で も 相 談 大洲福祉会館 n@0947 
青少年相談電話 毎日の執務時間中 n@l78 3 0 青少年センター

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 n@ll 4 1 4 国J.L大洲青年の家

案と'""III!:‘ 

ιー
談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

二
十
世
紀
の
大
洲

渡
場
主
リ
亀
橋

〈
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
)

明
治
六
年
、
肱
川
に
舟
を
並
べ
て
板
を
渡
し
た
橋
ガ
誕
生
し
ま

し
た
。
亀
ガ
菖
を
さ
し
の
べ
た
よ
う
に
見
え
た
こ
と
か
ら
、
「
浮

亀
掃
」
と
呼
ば
れ
、
大
正
二
年
の
肱
川
橋
開
通
ま
で
の
三
十
八
年

間
に
わ
た
っ
て
、
交
通
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

【編
集
後
記
】

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
お
お
ず

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
詫
び
と
訂
正
。
ロ
月
号

9
ペ
ー
ジ
の
年
末
年
始
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
l
段
目
、

1
月
3
日
間
は
3
日
間

の
誤
り
で
す
。
訂
正
の
う
え
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
辰
年。

「
竜
」
の
つ
く
言

業
「
登
竜
門
」
は
、

黄
河
上
流
の
峡
谷
、

竜
門
を
の
ぼ
り
き

っ
た
魚
が
竜
に
変
わ

っ

た
と
い
う
伝
説
か
ら
、
成
功
へ
の
第

一

歩
と
な
る
難
関
と
い
う
意
味
。
今
年
は

辰
年
に
あ
や
か

つ
て
、
難
関
を
突
破
、

飛
躍
の
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
な
お
、

加
世
紀
最
後
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
加

世
紀
の
大
洲
を
写
真
で
振
り
返

っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

(う
)
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大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

件数 2 4 4 2 5 9 

負傷者 3 2 9 3 2 7 

死者 2 3 

市民の動き

平成11年11月30日現在

39，380人 (+54) 出生 41人(+15) 

18，772人 (+13) 死亡 26人 (-4) 

20，608人 (+41) 

14，365世帯 (+ 14) ( )内は対前月

人口

男

女

世帯数

今月の納税は

市県民税 4 期

国民健康保険税5期

納期は 1月31日です
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